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〔短報〕
東京清最低水温期におけるアサリの人工産卵

昭夫兼子義文i采山光 H青鳥羽

Artificially induced spawning of Manila 
Ruditates thilz仲i仰 rumcollected from Tokyo Bay 
during the lowest temperature season 

clam 

Mitsuharu Toba， Y oshifumi Miyama， 
and Akio Kaneko 

産卵誘発は3月2日に温度刺激(混度幅9-25
0

C， 

I周期90分)で行った。反応個体数は50個体'1'綾61固
体，雄5個体であり，産卵した雄1伺体あたりの産卵

量は，最も多いもので約180JJ粒，平均約70万粒であっ

た。引き続き行った飼育ではそれらの卵は正常に発生

L，約2週間後にはpediveligerの段階に達した。

そのf走行った成熟調査によれば， !司地先のアサリは

4月中旬に成熟個体の割合が最も多くなり 4月後半

から 5月にかけて産卵が行われたものと思われた (!l!!

1 )。すなわち 3月2日に産卵したアサリは，同地先

のアサリi間体群の中でも成熟が比較的早く進んでいた

個体であったと推察される。

二枚貝の成熟に影響を与えるおもな外部環境要因と

して，水温と餌料量がある。 1989年冬季の，アサリを

採捕した海域の底層の水温経過を見ると 2月後半以

降はやや高めであったが，それ以前は過去5年間と比

較して大きな差はなかった(図2)。また餌料量の指

標としてアサリを採捕した場所付近の透明度の変化を

見ると，それは過去4年間と較べてむしろ高く経過し

ており，餌科量が少なめであったことがわかる(図3)。

すなわち水温と餌科量の而から見ると， 1989年冬季は

通常年と比べて，アサリの成熟にとって特に好ましい

条件であったとはいえない。同地先のアサリについて

は他に成熟の調査伊jがないため例年の状況は不明であ

るが，環境条件が通常年より好適でなかったにもかか

わらず人工産卵が可能な程度まで成熟していたことは，

観祭されたアサリの成熟が今回に限った現象ではない

可能性を示している。北海道を除けば，東京湾をはじ

め多くの海域では，アサリの産卵期は春と秋を中心と

1989年2月下旬に東京湾の木更津市沿岸で採捕した

アサリが，肉眼的に成熟していると思われたため，産

卵誘発を行ったところ反応があり採卵することができ

た。同海域では，通常2月は年間最低水j鼠期(最低水

温7-90C)にあたる。このような時期におけるアサ

リの産卵に関する報告は少ないと盟、われるので紹介し

たい。

産卵誘発に供したアサリは2月27日に水深2-5m

の非子出域で採捕した殻長25.8mm-42. 8醐のものであ

る。成熟状態は，肉眼的には群成熟度0.7(Nニ 50)

に相当し，組織学的には成長後期から成熟期にあた

るものが半数以上を占めていた(図 1)。
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した時期であるといわれている場合が多く，斗回のよ

うな低水温期における成熟あるいは産卵の報告は見あ

たらない。

一般的にアサリ天然個体の配偶子形成活動は周期性

(未分化期→成長期→成熟期→放出期→放出終了期→

未分化期.成熟段陽区分は著者によって若干の違いが

ある)'."を示L，冬季には休止状態(未分化期)にな

るといわれる。今回は2月下旬に成熟あるいはそれに

近い個体が認められたが，水温とアサリの成熟の進行
>01 

速度を考えると，これらは 1月以前の水温下降期に

すでに休止状態を経過していて，最低水温が記録され

た2月上旬には成熟がかなり進んでいたと推察できる。 -1167. 
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冬一春季の木更津市金田地先の底層水温

(半旬平均)の変化.

• : 1988年度， 0・1984年度-1981年度の平均
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冬一春季の木更津市金田地先の透明度

(半句平均)の変化.・19邸年度.0: 1984年度一1981年度の平均ー
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